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総合科目系委員会 ＜平成 2７年度第 1 回 報告会＞ 
 
日 時：平成２７年６月１１日（木）２時限（10:20～11:30） 
３時限（11:40～12:50）  
場 所：５０２教室（講義棟） 
講 師：杉山雅宏 准教授（心理学教室） 
テーマ：27年度新設科目「大学基礎論」の公開授業 
    授業項目「キャリア教育２」 
 
＊今回の「報告会」は、27 年度から 1 年次で開講しております「大学基礎論」の公開授業です。授業
中の入退室はご自由ですので、是非ご参観をいただき、忌憚のないご意見ご指導を賜りますようお願い申
し上げます。また、ご意見ご指導につきましては、講師：杉山雅宏准教授あるいは総合科目系教員あてに、
ご自由な方法で賜りたく存じます。今後の授業運営に活用させていただきます。 
 
授業の主旨 
 大学で学ぶべきことは、現代科学の成果を身につけることであるが、それだけではない。自分たちが
専門と定めたことを学ぶとともに、人生とは何かについても考える必要はある。学問との出会い、教員
との出会い、友だちとの出会いなどを通じ、人間形成を身につけることが当然期待されている。 
 薬学部における大学基礎論では、読解力・要約、レポート・論文の書き方をはじめとしたアカデミッ
クスキルの習得だけでなく、大学の主人公である学生が大学で主体的に学ぶことの意義の探求をメイン
テーマとし、新聞情報の整理、キャリア教育、教員へのインタビュー、毎回の課題の提出等多面的なア
プローチを試み、自らの思考を促す能動的な学習態度を身に着けさせることを目指している。専門の学
問を身につける、論理的に物事を考える能力を身につける、物事を考える材料となる知識を身につける、
感性面での人間関係を作るなどを守備範囲とする。 
今回は、「キャリアについての見通しを立てる」(医療人を目指す自分と向き合う)をテーマとした講
義を公開する。 
自分の将来を考え、自分の関心に従い、自分なりの献立を作らないと、これらの習得は難しい。過去・
現在を振り返る体験を通して、「自分が何を学ぼうとしているのか」「何がきっかけで今、大学で学ぼう
としているのか」に各人が気づき、仲間と情報を共有する機会とする。自己理解・他者理解を深めるこ
とで、今後の学習への動機づけを促す。具体的な仕掛けとしては、1)「キャリアワーク・役割と興味に
ついて」 2)「価値分析」の２つを予定している。 
講義は各クラス５～6名のグループを形成し、グループ単位の活動である。講義の手法としては、教
師が学生に質問を投げかけ、回答を促す双方型講義法に、チーム基盤型学習法を融合した形をとってい
る。さらに、構成的グループエンカウンターの手法も導入し、自己理解・他者理解の促進に努める。 
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